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◆組織                     ◆会員の種類 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                            注）費用は入会時の入会金のみで年会費の徴収はありません 

 

 
 

 

入会者名  

会員種別  

自宅住所  

電話番号                         （会社or自宅） 

E-mail(必ず記入)               ＠ 

所  属  

資 格 等  

入会後の案内はすべてメールのみで行いますので、ご了解下さい。 

 

 

 
 

◆設立の趣旨 
 ISO規格の有効活用で結果を出すことを基本としています。すなわち、ISOはビジネスコモンセン 
ス（BCS）とした自己宣言型を目指し、組織への監査、評価、助言で儲かる経営仕組みづくりと、 
同時進行で技術、商品・サービスの開発、販売促進、マーケティングを始め生産・販売活動など本 
業で生産性が向上する具体的に儲かるマルチな支援を大きな柱にしています。 

NPO 法人   

 「ISO 有効活用センター」 入会申込書 
 

◆設立の目的 
本法人は、国際規格で定める環境、品質等のマネジメントシステムが有効かつ効果的に活用され、環境 
効率性の高い社会形成に寄与するように、企業、組織、地域を支援するとともに、諸活動を通じて地域 
の環境保全等の推進を図ることを目的とする。また、企業､組織､地域が自主、自立的な健全化を図り、 
経済的持続性と環境の継続的改善が達成されるように支援する。 

役  割 氏   名 所    属 

理 事 長 若井郁次郎 大阪産業大学教授 

小幡 範雄 立命館大学教授 
副理事長 

中野  孝 (有)エスエフコンサルティング 

専務理事 西田 一雄 地域環境システム研究所 

飯田 卓美 ＩＴコンサルティング 

小澤裕美子 小澤社労士事務所 

花嶋 温子 大阪産業大学講師 

堀田 義久 一般財団法人日本科学技術連盟 

理    事 

正木  準 (株)エスコアドバンス 

監    事 吉川 了平 吉川了平公認会計士事務所 

 

種  類 入会金 役    割 

正会員Ａ １万円 事業を賛助する一般会員で専門の 

研鑚ができる。 

正会員Ｂ 

  

５千円 

  

事業を賛助する学生会員等で専門 

を修習できる。 

賛助会員 

  

  

  

２万円 

  

  

  

事業を賛助し組織の改善に当セン 

ターを活用しようとする団体で、セ 

ミナーやコンサルティングを低価格 

で受けられる。 

顧問会員 

  

－ 

  

事業を賛助し助言や指導をする個 

人、団体。 

 

＝ 入 会 申 込 書 ＝ 

◆ お問い合わせ・お申し込み等 

NPO 法人 ISO 有効活用センター  
京都府京都市西京区大原野上里北ノ町 563 番地 45 (株)地域環境システム研究所内 

TEL：075-332-6914  FAX：075-332-6920 e-mail：office@npo-iso.jp 


